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■ 平成 14 年度 第２次試験 【事例Ⅳ】  

 

第１問（配点 30 点） 

(ａ) 売上高対人件費比率 (ｂ) １１．９％  

問 題 点 は 、 Ｘ 社 よ り 従 業 員 数 が 少 な い が 人 件  
(ｃ) 

費 が 大 き く 、 収 益 を 圧 迫 し て い る 点 で あ る 。  

解 決 策 は 、 曜 日 や 時 間 帯 の 売 上 に 応 じ た 人 員  

① 

(ｄ) 
配 置 を 行 い 、 人 材 費 の 削 減 を 図 る こ と で あ る 。

(ａ) 商品回転率 (ｂ) ３．８３回  

問 題 点 は 、 ほ と ん ど の 種 類 の 書 籍 を 扱 い 、 商  
(ｃ) 

品 在 庫 が 大 き く 、 資 産 効 率 が 悪 い 点 で あ る 。  

解 決 策 は 、 客 層 の 違 い に 応 じ た 商 品 構 成 へ と  

② 

(ｄ) 
見 直 し 、 在 庫 の 適 正 化 を 図 る こ と で あ る 。  

(ａ) 固定資産回転率 (ｂ) ５．９１回  

問 題 点 は 、 保 有 し て い る 自 社 ビ ル が 有 効 活 用  
(ｃ) 

さ れ て お ら ず 、 資 産 効 率 が 悪 い こ と で あ る 。  

解 決 策 は 、 店 舗 面 積 の 拡 大 や 倉 庫 を 新 事 業 に  

③ 

(ｄ) 
活 用 す る な ど 、 売 上 の 拡 大 を 図 る こ と で あ る 。

 
 
第２問（配点 20 点） 

（設問１） 

(ａ) 項 目 (ｂ)金額（単位：百万円） 
税引き前当期利益    ８ 

減価償却費   １３ 

特別損益   ２３ 

営業外収支    １ 

売上債権の減少額    ３ 

棚卸資産の増加額 －１７０ 

その他流動資産の減少額    ２ 

仕入債務の増加額  １４８ 

小計   ２８ 

営業外損益  －２３ 

特別損益   －１ 

法人税等の支払額   －２ 

(ｃ)営業キャッシュフロー    ２ 

●与件を活用した解答例 （設問２） 

営 業 キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー は 、 在 庫 の 大 幅 な 増 加

を 仕 入 債 務 の 増 加 等 で 賄 っ て お り 、 わ ず か に

プ ラ ス の 状 態 で あ る 。 

 

第３問（配点 15 点） 

（設問１） 

仕 入 れ 時 点 で レ ー ト を 確 定 さ せ る 為 替 予 約 の

方 法 を ア ド バ イ ス す る 。 

（設問２） 

① 現 地 通 貨 の コ ー ル オ プ シ ョ ン を 購 入 す る 。  

円 安 の 時 は オ プ シ ョ ン を 行 使 し 行 使 価 格 で 決

済 す る 。 円 高 の 時 は オ プ シ ョ ン を 放 棄 し 当 日②

の レ ー ト で 決 済 す る 。 

 

第４問（配点 20 点） 

（設問１） 

期 待 値 で 評 価 す る と 、 中 古 本 販 売 事 業 の 期 待

値 が 最 も 高 く 、 今 後 有 望 と 判 断 で き る 。

（設問２） 

リ ス ク も 考 慮 し た 事 業 評 価 を 行 う と 、 中 古 本

販 売 事 業 の 標 準 偏 差 が 最 も 高 く 、 中 古 本 販 売

は ハ イ リ ス ク ハ イ リ タ ー ン な 事 業 と な る 。

 

第５問（配点 15 点） 

（設問１） 

方 策 は 、 売 上 情 報 を も と に 曜 日 ・ 時 間 帯 別 の

売 れ 筋 商 品 分 析 を 行 い 、 客 層 に 応 じ た 品 揃 え

へ と 活 か す こ と で 、 販 売 の 促 進 に 役 立 て る 。

（設問２） 

方 策 は 、 売 上 情 報 と 仕 入 情 報 を 連 動 さ せ 在 庫

管 理 や 卸 売 業 者 へ の 自 動 発 注 へ と 活 か す こ と

で 、 仕 入 発 注 業 務 の 改 善 に 役 立 て る 。
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